
モニタリング分析の結果（10/28）

＜総括コメント（４段階）＞

感染が拡大していると思われる

感染の再拡大に注意が必要であると思われる ／感染拡大の兆候があると思われる

感染の再拡大に警戒が必要であると思われる ／感染が拡大しつつあると思われる

感染者数の増加が一定程度にとどまっていると思われる

体制が逼迫していると思われる

体制強化の状態を維持する必要があると思われる／体制強化の準備が必要であると思われる

体制強化が必要であると思われる

通常の体制で対応可能であると思われる

＜総括コメント（４段階）＞

１ 感染状況

２ 医療提供体制



新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの
同時流行を見据えた都の取組

 東京 i CDCが取りまとめた対応方針を踏まえ、対策を展開

 流行時を見据え、検査体制を拡充

 医療機関にかかる仕組みを整備
 受診につながる相談体制を整備
 発熱相談センターの開設

 保健所支援体制を強化

主な対策

受診・相談

検査体制

１

２

保健所３



受診相談の流れ

かかりつけ医がいる かかりつけ医がいない

東京都発熱相談センター

☎03-5320-4592
地区医師会のホームページ
などで医療機関を検索

地域の医療機関へ
☎電話で相談

紹介された医療機関へ
☎電話で相談

かかりつけ医へ
☎電話で相談

かかりつけ医・医療機関の指示に従って受診

発熱などの症状がある場合



東京都発熱相談センターの開設

令和２年10月30日（金）17時

開設日時等

電話番号

 発熱等の症状がある方、「COCOA」から通知を受けた
方からの相談に、ワンストップで対応

（24時間、土日祝日を含む毎日対応）

発熱等の症状がある方：03-5320-4592
COCOAの接触通知を受けた方：個別に専用番号をお知らせ



検査体制の拡充

 インフルエンザ流行等を見据え、新たな検査需要を設定
 関係機関と連携し、12月上旬までに検査体制整備

ピーク時 約６.５万件／日

通常時 約２.５万件／日

最大稼働時 約４.６万件／日 約１.９万件／日を拡充

検査需要

現在のＰＣＲ検査等の処理能力



１０月３０日（金） 募集開始

１１月中旬採用予定

 今後の感染者急増に備えるため、積極的疫学調査等を
担う体制を拡充

・保健師、看護師、准看護師、事務職員を100名程度採用

・保健所支援拠点等に配置予定

保健所支援機能の強化【トレーサー班の拡充】

スケジュール



東京 i ＣＤＣからのＷＥＢによる情報発信

 東京 i CDCの「note」アカウントを新設（10 月30日～）

ｉＣＤＣ（東京都公式）

東京iCDC専門家ボードは、都の感染症対策全般について、患者の発生動向等のエビデンスや最新の
科学的知見に基づき、政策に繋がる提言を実施していきます。 https://note.com/tokyo_icdc

i

ｉＣＤＣ（東京都公式）

URL https://note.com/tokyo_icdc

＜主な発信内容＞

○ 感染症に関する様々な情報

○ 国内外の最新の知見や研究
の紹介

○ 東京 i CDC専門家ボードの
活動状況

○ 東京都における取組み


